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米づくり情報（ＮＯ．６） 
                          令和 6 年 8 月５日 

伊万里・西松浦地区農業技術者連絡会作物部会 

１ 気象概況（アメダス観測地：伊万里） 

月 

半
旬 

平均気温 最高気温 最低気温 降水量 日照時間 

平年値 

℃ 

本年値 

℃ 

平年値 

℃ 

本年値 

℃ 

平年値 

℃ 

本年値 

℃ 

平年値 

ｍｍ 

本年値 

ｍｍ 

平年値 

時間 

本年値 

時間 

７ 

４ 26.7  28.7  30.9  32.5  23.5  25.9  42.4  10.0  28.3  29.9  

５ 27.2  29.8  31.6  34.6  23.9  26.7  39.1  56.5  32.3  42.2  

６ 27.6  29.4  32.1  34.2  24.2  25.3  44.3  3.0  41.4  67.7  

８ 

１ 27.8  —  32.5  —  24.2  —  34.7  —  34.9  —  

２ 27.8  —  32.5  —  24.2  —  38.7  —  33.4  —  

３ 27.5  —  32.2  —  24.1  —  44.0  —  30.8  —  

【7 月４半旬～６半旬の気象概況】 

・気温は、平年より高い。 

・降水量は、７月２５日の降雨以降ほとんど雨が降らず、平年比５５％と少ない。 

・日照時間は平年比１３７％と多日照であった。 

 

２ 生育状況（8 月 5 日）      

項目 

品種(設置場所) 

移植

日 
年 次 

草  丈 

（ｃm） 

茎数 

（本／㎡） 

葉齢 

（L） 

葉色 

SPAD 
概     要 

夢しずく 

東山代町脇野 

5/23 本年値 出穂期８月１日 
・移植日が早かったため、 

平年より４日ほど早い出穂 

 5/29 

平年値 出穂期８月５日 

平年比(差) －４日 

ヒノヒカリ 

松浦町桃川 
6/20 

本年値 

平年値 

平年比 

(％,差)  

81.7 

76.3  

107 

477 

450 

106 

10.8 

12.6  

(-1.8) 

36.7 

37.6  

（-0.9） 

・草丈は、平年よりやや高い 

・茎数は、平年よりやや多い 

・葉齢は、平年より少ない 

・葉色は平年よりやや淡い 

 （耕種概要） 

・夢しずくの耕種概要は稲作情報 No.1、ヒノヒカリの耕種概要は稲作情報 No.4 を参照。 

 

【情報田ウンカ類調査結果（25 株あたり）】（調査日 8 月 5 日） 

品種 地域 移植日 

トビイロ

ウンカ

(成虫) 

セジロ 

ウンカ

(成虫) 

ヒメトビ

ウンカ

(成虫) 

ウンカ類 

(幼虫) 

夢しずく 東山代 5/２３ 0 0 0 0 

ヒノヒカリ 松浦 ６/２０ 0 0 １ １ 
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３ 参考（平坦部 佐賀県農業試験研究センター）（７月 30 日） 

 

 

 

4 今後の管理 

１）山間早植え水稲（５月上中旬移植） 

・5 月上中旬移植の夢しずくは、現在、乳熟期となっている。 

・薬剤によるカメムシの防除を徹底する。 

・また、早期落水による米の品質低下を防ぐため、収穫の７日前までは間断潅水を行い、必ず圃

場に水を通すようにする。 

 

２）普通期水稲「夢しずく」 

・まもなく出穂期を迎える。 

・穂孕期から穂揃期にかけては、水稲の用水要求度が最も高い時期であるため、水が切れること

がないように圃場は湛水管理を徹底する。 

・出穂直前の畦畔除草は、カメムシのほ場への侵入を助長し、被害を増加させるおそれがある。

畦畔の除草は出穂10日前までの作業とし、出穂直後に畦畔除草は行わない。 

・出穂期前後は、台風による影響を受けやすい時期であるため、台風の接近等が予想された場合

には可能な限り深水とし、強風による葉先の裂傷や籾擦れなどの被害を緩和するよう努める。 
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３）普通期水稲「たんぼの夢」、「ヒノヒカリ」等 

・まもなく幼穂形成期を迎えるため、中干しは終了し、間断灌水

へ移行する。 

・幼穂を確認し、穂肥施用時期を迎えたら、次の診断基準をもと

に施用を行う。ただし、「葉いもち病（褐点型・停止型）」の発

生が上位葉で確認された場合は、穂肥施用量を減量する。 

 

≪参考≫出穂期の平年値と穂肥施用時期の目安 

※移植日と出穂期は過去 7 年間で上限と下限を除いた 5 年分の平均 

 

【穂肥診断の方法】  

①  幼穂形成始期頃の草丈を測る。  

②  葉色（群落・SPAD値）を測る。  

③  上記①②の測定値を診断指標に当てはめ、施用量を確認する。 

④  施用量が確認できたら、記載された施用時期に穂肥を施用できるよう準備する。 

「ヒノヒカリ」の穂肥診断基準 
幼穂形成始期 

の草丈(㎝) 

葉   色 施 用 時 期 穂肥施用量(㎏/10a) 

群 落 SPAD-502 出穂前日数 幼 穂 長 窒素成分量 BB602 

８０㎝以下 

3.0以下 34以下 24～20日前 1～2㎜ ３．０ １８ ㎏ 

3.0～3.4 35～38 20～18日前 3～5㎜ ３．０ １８ ㎏ 

3.5～3.8 39～40 18～14日前 5～15㎜ ２．０ １２ ㎏ 

3.8以上 41以上 16～13日前 15～30㎜ １．０以下  6 ㎏ 

８０㎝以上 

3.0～3.4 35～38 20～18日前 3～5㎜ ２．０ １２ ㎏ 

3.5～3.8 39～40 18～16日前 5～15㎜ １．５ １０ ㎏ 

3.8以上 41以上 16～13日前 15～30㎜ １．０以下 6 ㎏以下 

 

「たんぼの夢」の穂肥診断基準 
幼穂形成始期 

の草丈(㎝) 

葉   色 施 用 時 期 穂肥施用量(㎏/10a) 

群 落 SPAD-502 出穂前日数 幼 穂 長 窒素成分量 BB602 

６５㎝以下 

3.8以下 39以下 22～20日前 2～3㎜ ３．０ １８ ㎏ 

3.8～4.2 40～41 18～15日前 5～15㎜ １．５ １０ ㎏ 

4.2以上 42以上 施 用 し な い 

６５㎝以上 

3.8以上 ３9以下 22～20日前 2～3㎜ １．５ １０ ㎏ 

3.8～4.2 40～41 18～15日前 5～15㎜ １．０以下 ６ kg 以下 

4.2以上 42以上 施 用 し な い 

※ 草丈は幼穂の伸長程度より幼穂形成期（幼穂長１㎜）を基点に、前後１日当たり１㎝増減する。 

※ 止葉が抽出し終わった後は施用しない。 

※BB602 の施用量は栽培ごよみに準じている。 

※穂肥は湛水状態で施用し、最低 4 日間は止水し落水しない 

品種 移植日 出穂期 

 

幼穂形成期（1 ㎜～15 ㎜） 

穂肥施用時期目安 

夢しずく 5 月 31 日 8 月６日 7 月１５日～２３日 

ヒノヒカリ 6 月 20 日 ８月２6 日 8 月２日～１０日 

たんぼの夢 6 月 17 日 ８月 28 日 8 月６日～1３日 

穂肥施用時期の幼穂の様子 

左 1.0 ㎜ 右 12 ㎜ 
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４）共通 

〇主な病害虫の防除適期 

 

（いもち病） 

・7 月に入り好天が続いているため、7 月 25 日時点では、感染好適条件は発生していないが、常発地帯

では、いもち病の発生が確認されている（8 月 5 日時点）。引き続き注意して圃場を観察する。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

稲のステージ

出穂前後日数

並発生の場合

多発生の場合

並発生の場合

多発生の場合

並発生の場合

多発生の場合

図３　紋枯病、穂いもち、カメムシ類の防除適期
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（ウンカ類） 

例年と比較して飛来量が多い。今後の発生状況に注意が必要。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6 月 
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早期移植防除適期 ・・・ 7/16～22、 ８/14～20 

普通期移植防除適期・・・ 7/25～28、 ８/22～27 

 

 

・ 今後の飛来状況や圃場条件（移植時期や品種、圃場の場所等）によってウンカ類の発生量は異な

るため、注意深く圃場を観察し、発生が多くみられる場合は速やかに防除を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
  

農業技術防除センター提供 

農業技術防除センター提供 
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西松浦農業振興センター

令和6年産水稲生育期間気象グラフ（アメダス：伊万里）
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